
令和６年度町政執行方針

　

令
和
６
年
第
１
回
音
更
町
議
会
定
例
会

が
３
月
１
日
か
ら
１８
日
間
の
日
程
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

小
野
町
長
は
初
日
の
本
会
議
冒
頭
で
、

町
政
執
行
方
針
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
令

和
６
年
度
の
各
会
計
予
算
案
を
提
出
し
ま

し
た
。

　

議
会
は
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
不
破

尚
美
委
員
長
）
を
設
置
し
、
５
日
間
の
審

査
を
行
い
本
議
会
最
終
日
の
３
月
１８
日
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
今
月
号
で

は
、
町
政
執
行
方
針
と
予
算
の
概
要
、
主

な
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

私
は
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
支
援
に
よ
り
、
２
期
目

の
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
か
ら
、
３
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
間
、
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
昨
年
５
月
に
５
類

感
染
症
へ
移
行
し
、
大
き
な
節

目
を
迎
え
ま
し
た
。

 

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
今
、
私

た
ち
の
生
活
は
日
常
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
世
界
に

目
を
転
じ
る
と
、
長
引
く
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や

中
東
情
勢
の
緊
迫
化
に
加
え
て
、

１１
月
に
行
わ
れ
る
米
国
大
統
領

選
挙
の
行
方
に
は
世
界
中
が
注

視
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
に
あ

っ
て
、
我
が
国
は
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
物

価
高
騰
へ
の
対
応
も
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
岸
田

内
閣
は
、
「
物
価
高
に
負
け
な

い
賃
上
げ
」
を
実
現
す
る
た
め
、

企
業
の
稼
ぐ
力
の
強
化
や
人
へ

の
投
資
、
グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

な
ど
を
掲
げ
、
２
年
連
続
で

１
１
０
兆
円
を
超
え
る
当
初
予

算
を
編
成
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
う
し
た
国
の
動
向

を
踏
ま
え
つ
つ
、
基
幹
産
業
の

農
業
を
基
軸
と
し
、
商
工
業
や

観
光
業
な
ど
の
さ
ら
な
る
発
展

を
図
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支

援
の
充
実
や
安
全
・
安
心
で
住

み
良
い
生
活
基
盤
の
整
備
な
ど
、

誰
も
が
住
み
や
す
く
、
住
み
心

地
が
良
い
音
更
町
を
目
指
し
て
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

 

そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
の
理
念
に
基
づ
き
、
町
民

一
人
一
人
の
声
に
耳
を
傾
け
、

し
っ
か
り
と
寄
り
添
い
な
が
ら
、

先
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
こ
の

魅
力
あ
ふ
れ
る
音
更
町
が
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
夢
と
希
望
に
満

ち
た
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
先
頭

に
立
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
度
町
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

令
和
６
年
度
町
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

▲令和６年度予算記者発表で報道関係者に概要を説明する小野町長 ▲�５日間にわたる予算審査特別委員会では多くの議論

が交わされました

さらなる発展を図り
夢と希望に満ちたまちへ
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【一般会計・歳入】区分
令和６年度 令和５年度 前年度比

予算額 構成割合 予算額 構成割合 増減 伸長率（％）

１ 町税 ５４億３，１７２万円 ２３．２ ５３億２，９２６万円 ２４．０ １億２４６万円 １．９

２ 地方譲与税 ３億７，３５０万円 １．６ ３億４，２４６万円 １．５ ３，１０４万円 ９．１

３ 利子割交付金 ２００万円 ２００万円

４ 配当割交付金 １，８００万円 ０．１ ２，５００万円 ０．１ △７００万円 △２８．０

５ 株式等譲渡所得割交付金 １，６００万円 ０．１ １，０００万円 ６００万円 ６０．０

６ 法人事業税交付金 ６，４００万円 ０．３ ５，７００万円 ０．３ ７００万円 １２．３

７ 地方消費税交付金 １１億４００万円 ４．７ １２億円 ５．４ △９，６００万円 △８．０

８ ゴルフ場利用税交付金 １，７００万円 ０．１ ２，０００万円 ０．１ △３００万円 △１５．０

９ 自動車税環境性能割交付金 ３，３００万円 ０．１ ２，２００万円 ０．１ １，１００万円 ５０．０

１０ 地方特例交付金 ４，３６８万円 ０．２ ４，６５０万円 ０．２ △２８２万円 △６．１

１１ 地方交付税 ５７億４，０００万円 ２４．５ ５６億２，０００万円 ２５．３ １億２，０００万円 ２．１

１２ 交通安全対策特別交付金 ６００万円 ８００万円 △２００万円 △２５．０

１３ 分担金及び負担金 ２億２，８８５万円 １．０ ２億６１８万円 ０．９ ２，２６６万円 １１．０

１４ 使用料及び手数料 ４億６，３７５万円 ２．０ ４億６，６０９万円 ２．１ △２３４万円 △０．５

１５ 国庫支出金 ２９億９，０９５万円 １２．７ ２７億７，３８６万円 １２．５ ２億１，７０９万円 ７．８

１６ 道支出金 １８億３，５６７万円 ７．８ １８億２，６１１万円 ８．２ ９５６万円 ０．５

１７ 財産収入 １億２，６５０万円 ０．５ １億２，４２８万円 ０．６ ２２１万円 １．８

１８ 寄附金 ５億５，０００万円 ２．３ ５億円 ２．２ ５，０００万円 １０．０

１９ 繰入金 １３億５，１６４万円 ５．８ １１億９，５４４万円 ５．４ １億５，６２０万円 １３．１

２０ 繰越金 １００万円 １００万円

２１諸収入 １１億２，３２０万円 ４．８ ３億９，２１８万円 １．８ ７億３，１０１万円 １８６．４

２２ 町債 １９億２，７５０万円 ８．２ ２０億７，２６０万円 ９．３ △１億４，５１０万円 △７．０

歳入合計 ２３４億４，８００万円 １００．０２２２億４，０００万円 １００．０ １２億８００万円 ５．４

【一般会計・歳出】区分
令和６年度 令和５年度 前年度比

予算額 構成割合 予算額 構成割合 増減 伸長率（％）

１ 議会費 １億３，４９２万円 ０．６ １億３，３３７万円 ０．６ １５４万円 １．２

２ 総務費 １３億１，６８１万円 ５．６ １１億３４９万円 ５．０ ２億１，３３２万円 １９．３

３ 企画費 １０億２，６６７万円 ４．４ ９億５，１１９万円 ４．３ ７，５４７万円 ７．９

４ 保健福祉費 ６３億６，７５９万円 ２７．２ ５８億８，６３２万円 ２６．５ ４億８，１２６万円 ８．２

５ 町民生活費 ２８億２，３５６万円 １２．１ ２２億７，０３９万円 １０．２ ５億５，３１７万円 ２４．４

６ 産業振興費 １６億２８７万円 ６．８ １５億８，０６７万円 ７．１ ２，２２０万円 １．４

７ 建設費 ２６億４，７７９万円 １１．３ ２３億７，８３７万円 １０．７ ２億６，９４２万円 １１．３

８ 教育費 １９億５，４３９万円 ８．３ ２４億３，６０２万円 １０．９ △４億８，１６３万円 △１９．８

９ 公債費 ２３億４，９７１万円 １０．０ ２２億６，８５２万円 １０．２ ８，１１９万円 ３．６

１０ 諸支出金 ５億２，４０７万円 ２．２ ６億５７５万円 ２．７ △８，１６７万円 △１３．５

１１ 職員費 ２６億９，４５７万円 １１．５ ２６億２，０８６万円 １１．８ ７，３７０万円 ２．８

１２ 予備費 ５００万円 ５００万円

歳出合計 ２３４億４，８００万円 １００．０２２２億４，０００万円 １００．０ １２億８００万円 ５．４

※
歳
入
・
歳
出
と
も
に
１
万
円
未
満
を
切
り
捨
て
て
い
る
た
め
、
合
計
額
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

令
和
６
年
度
全
会
計
予
算
総
額
３
７
６
億
円

一
般
会
計
予
算
は
２
３
４
億
４
８
０
０
万
円　

前
年
度
比
１２
億
８
０
０
万
円
増

一般会計以外の予算の状況

特別会計　会計区分 予算総額

国民健康保険事業勘定 ４７億５，５００万円

後期高齢者医療 ７億６，５００万円

介護保険 ４１億６００万円

企業会計　会計区分 予算総額

水道事業
収益的支出 ９億３，０９４万円

資本的支出 ７億８，９９２万円

簡易水道事業
収益的支出 ３億６，１１２万円

資本的支出 ３億９，４１１万円

下水道事業
収益的支出 １０億９，６８６万円

資本的支出 ９億６，９９１万円

一
般
会
計
歳
出　

構
成
割
合

一
般
会
計
歳
出　

構
成
割
合

企画費４．４％

１０億２，６６７万円

総務費５．６％

１３億１，６８１万円

保健福祉費

６３億６，７５９万円

職員費

２６億９，４５７万円

町民生活費

２８億２，３５６万円

公債費

２３億４，９７１万円

建設費

２６億４，７７９万円

産業振興費６．８％

１６億２８７万円

教育費

１９億５，４３９万円

１０．０１０．０％％

２７．２２７．２％％

１２．１１２．１％％

１１．５１１．５％％１１．３１１．３％％

８．３８．３％％

諸支出金費２．２％

５億２，４０７万円
議会費０．６％

１億３，４９２万円
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主
な
予
算
の
使
い
道

主
な
予
算
の
使
い
道

　

令
和
６
年
度
の
予
算
か
ら
、
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
（
表
題
は

第
６
期
総
合
計
画
の
基
本
目
標
で
す
）
。

　

な
お
、
予
算
の
編
成
課
程
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

役
場
財
政
課
と
木
野
支
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

経
済
経
済
のの
好
循
環

好
循
環
で
つ
く
る

で
つ
く
る

元
気
元
気
あ
ふ
れ
る

あ
ふ
れ
る
ま
ち
ま
ち

　

「
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
が
、
令
和
９
年
に
初
め
て

北
海
道
で
開
催
さ
れ
、
帯
広
市
で

は
「
肉
牛
の
部
」
が
、
音
更
町
で

は
「
種
牛
の
部
」
と
和
牛
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
関
連
イ
ベ
ン
ト

な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
看
板
、
ポ

ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

作
成
し
、
大
会
成
功
に
向
け
て
準

備
を
進
め
ま
す
。

生生
き
る
き
る
力
、
支

力
、
支
え
る
え
る
力力
をを

育育
むむ
ま
ち
ま
ち

新規

　

十
勝
管
内
を
８
の
字
に
結
ん
だ

新規

　

学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
継
続
し
て
値
上

げ
相
当
額
を
補
助
し
ま
す
。

【
教
育
総
務
課
】
学
校
給
食

費
に
対
す
る
保
護
者
負
担

の
軽
減１

９
９
６
万
９
千
円

新規継続
　

中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行

（
地
域
の
団
体
が
学
校
に
代
わ
り

運
営
・
指
導
）
の
た
め
、
部
活
動

指
導
員
を
中
学
校
に
配
置
し
、
地

域
連
携
を
進
め
ま
す
。

　

部
活
動
指
導
員
の
配
置
を
す
る

こ
と
で
、
生
徒
が
よ
り
専
門
的
な

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

と
も
に
、
教
職
員
の
働
き
方
を
見

直
し
、
授
業
や
生
徒
と
向
き
合
う

時
間
に
注
力
で
き
る
環
境
の
整
備

を
図
り
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
・
物
価
高
騰

の
影
響
な
ど
、
外
部
環
境
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
中
小
企
業
者

な
ど
が
実
施
す
る
経
営
の
立
て
直

し
、
経
営
の
安
定
化
、
継
続
的
な

発
展
に
対
す
る
取
り
組
み
を
支
援

し
ま
す
。

【
教
育
総
務
課
】
部
活
動
指

導
員
を
配
置

１
１
０
万
５
千
円

新規

【
商
工
観
光
課
】
中
小
企
業

者
等
新
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助

金

４
５
４
万
５
千
円

新規

総
延
長
４
０
３
㌔
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
「
ト
カ
プ
チ

４
０
０
」
上
に
あ
る
町
道
部
分
約

3１
㌔
に
青
色
の
矢
羽
根
型
路
面
標

示
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

町
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
、

楽
し
み
な
が
ら
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に

つ
な
が
る
行
動
が
で
き
る
仕
組
み

と
し
て
、
今
年
の
夏
期
・
秋
期
・

冬
期
の
３
カ
月
間
に
お
け
る
家
庭

や
事
業
所
で
の
電
気
・
ガ
ス
の
使

用
量
を
前
年
の
同
期
と
比
較
し
て

削
減
す
る
取
り
組
み
に
参
加
し
た

人
に
対
し
、
商
品
券
と
交
換
で
き

る
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

【
農
政
課
】
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
北
海
道
大
会
開
催

準
備
事
業

１
０
０
万
円

【
商
工
観
光
課
】
ナ
シ
ョ
ナ

ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
整
備

事
業

２
３
５
８
万
円

新規
【
都
市
計
画
課
】
南
花
園
周

辺
地
区
の
土
地
利
用
構
想

を
策
定

２
千
万
円

　

音
更
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
工
業
系
土
地
利
用
を
担
う

地
区
と
し
て
位
置
付
け
た
南
花
園

周
辺
地
区
に
つ
い
て
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
よ
る
産
業
振
興
を
図

る
た
め
市
街
化
区
域
編
入
に
向
け

た
土
地
利
用
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

都
市
都
市
とと
自
然
自
然
がが
共
生
共
生
す
る
す
る

持
続
可
能

持
続
可
能
なな
住住
み
た
い

み
た
い
ま
ち
ま
ち

【
環
境
生
活
課
】
お
と
ふ
け

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
ポ
イ

ン
ト
事
業

５７
万
円

新規

【
消
防
署
】
消
防
防
災
庁
舎

非
常
用
発
電
設
備
ほ
か
改

修
工
事１

億
６
０
１
０
万
円

新規

　

非
常
用
発
電
設
備
な
ど
を
更
新

し
、
新
た
に
冷
房
設
備
、
太
陽
光

発
電
設
備
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
置

す
る
ほ
か
、
女
性
消
防
職
員
の
専

用
施
設
整
備
を
図
る
な
ど
、
消
防

防
災
庁
舎
の
改
修
工
事
を
実
施
し

ま
す
。
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健健
や
か
で

や
か
で
心心
ふ
れ
あ
う
、

ふ
れ
あ
う
、

や
さ
し
さ
に

や
さ
し
さ
に
満満
ち
た
ち
た
ま
ち
ま
ち

み
ん
な
が

み
ん
な
が
参
加
参
加
で
き
る

で
き
る

協
働
協
働
の
し
く
み
で
つ
く
る

の
し
く
み
で
つ
く
る
ま
ち
ま
ち

　

こ
れ
ま
で
対
象
と
し
て
い
な
い

住
民
税
課
税
世
帯
の
中
学
生
の
通

院
に
つ
い
て
、
４
月
診
療
分
か
ら

助
成
内
容
を
拡
大
し
、
自
己
負
担

額
を
３
割
か
ら
１
割
に
軽
減
し
ま

す
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
名
称
を

変
更
し
ま
す
。

　

帯
広
大
谷
短
期
大
学
の
社
会
福

祉
科
介
護
福
祉
専
攻
に
入
学
し
、

十
勝
管
内
の
福
祉
施
設
な
ど
に
就

職
す
る
学
生
に
対
し
、
授
業
料
の

１０
分
の
３
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
７
年
度
か
ら
は
、

社
会
福
祉
科
子
ど
も
福
祉
専
攻
お

よ
び
看
護
学
科
へ
の
入
学
者
も
新

た
に
補
助
の
対
象
と
す
る
と
と
も

に
、
町
内
の
福
祉
施
設
な
ど
に
就

職
す
る
学
生
に
対
す
る
補
助
率
を

１０
分
の
５
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、

人
材
不
足
が
続
く
福
祉
や
医
療
に

関
わ
る
人
材
の
確
保
を
目
指
し
ま

す
。

拡拡充充
【
企
画
課
】
ふ
る
さ
と
介
護

福
祉
士
の
育
成
を
支
援

３
９
９
万
８
千
円

【
町
民
課
】
子
ど
も
に
対
す

る
医
療
費
助
成
の
拡
大

１
億
２
７
１
０
万
８
千
円

拡拡充充

【
健
康
推
進
課
】
音
更
町
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
開

設

２
３
１
万
６
千
円

新規

　

老
朽
化
、
狭
あ
い
化
が
著
し
い

下
音
更
学
童
保
育
所
を
旧
木
野
北

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
跡
地
に
移
転
改
築

し
ま
す
。

【
子
ど
も
福
祉
課
】
下
音
更

学
童
保
育
所
の
移
転
改
築

３
億
６
６
３
２
万
９
千
円

新規

新規
【
健
康
推
進
課
】
前
立
腺
が

ん
検
診
の
受
診
体
制
の
拡

充

６８
万
４
千
円

【
健
康
推
進
課
】
特
定
健
診

料
金
の
自
己
負
担
の
無
料

化

２
８
７
６
万
９
千
円

新規
【
議
会
事
務
局
】
議
会
デ
ジ

タ
ル
化
推
進
事
業

３
２
３
万
１
千
円

　

議
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
す
る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
お

よ
び
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
議
会
運
営
の
効
率

化
や
議
会
お
よ
び
議
員
活
動
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
時

に
お
け
る
危
機
管
理
体
制
を
強
化

し
ま
す
。

新規
【
総
務
課
】
役
場
庁
舎
の
駐

車
場
な
ど
を
整
備

１
億
４
８
３
２
万
１
千
円

　

役
場
庁
舎
北
側
駐
車
場
の
老
朽

化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
舗
装
の

更
新
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
新
設
し
ま
す
。

拡拡充充

　

５０
歳
以
上
の
男
性
を
対
象
と
し

た
前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
現
在
実

施
し
て
い
る
集
団
検
診
に
加
え
、

医
療
機
関
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う

個
別
検
診
を
始
め
ま
す
。

　

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
」
の
連
携
を
よ
り
強
化
し

て
一
体
的
な
運
営
を
実
施
す
る
た

め
に
、
全
て
の
妊
産
婦
、
子
育
て

家
庭
、
子
ど
も
へ
の
一
体
的
な
相

談
支
援
を
行
う
機
能
を
有
す
る
機

関
と
し
て
「
音
更
町
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」
を
保
健
セ
ン
タ
ー
内

に
開
設
し
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
人
に
健
診
を
受
け

て
も
ら
い
、
生
活
習
慣
病
の
早
期

発
見
や
重
症
化
の
予
防
に
つ
な
が

る
よ
う
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
4０
歳
か
ら
７4
歳
の
人
を

対
象
と
し
た
、
特
定
健
診
の
自
己

負
担
を
無
料
と
し
ま
す
。

　

特
定
不
妊
治
療
費
へ
の
助
成
額

の
上
限
を
2０
万
円
に
引
き
上
げ
る

と
と
も
に
、
新
た
に
通
院
交
通
費

の
一
部
助
成
を
行
う
こ
と
で
、
妊

娠
を
望
む
夫
婦
が
不
妊
治
療
を
安

心
し
て
継
続
で
き
る
よ
う
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
、

新
た
に
一
般
不
妊
治
療
費
へ
の
助

成
事
業
（
上
限
１０
万
円
）
を
開
始

し
、
さ
ら
な
る
経
済
的
負
担
の
軽

減
し
ま
す
。

拡拡充充

拡拡充充
【
健
康
推
進
課
】
特
定
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
の
拡
充

【
健
康
推
進
課
】
一
般
不
妊

治
療
費
助
成
事
業

４
５
８
万
５
千
円

拡拡充充
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　　　　　　  ゼロカーボン事業補助金の活用をゼロカーボン事業補助金の活用を
　町は、ゼロカーボンシティの実現に向けた取り組みの一環として、町民や事業者が再エネの導入や省エネに

つながる機器などを購入する際の費用の一部を助成する補助制度「町民みんなで推進するゼロカーボン事業補

助金」を実施しています。今年度からは、対象機器として新たに「コレモ」が加わりました。

申込・問合先　役場環境生活課温暖化対策係（内線５６７）

対象機器など 対象者 主な要件
補助金の算定�

（対象経費は税抜き）

太陽光発電システム

個
人
ま
た
は
事
業
者

◦�太陽電池の最大出力合計値またはパワーコンディショナーの定格

出力合計値のいずれかが２ｋｗ以上５０ｋｗ未満（増設などの場合は

既存分も含める）の小出力発電設備

◦発電した電気の全部または一部を自家消費すること

購入・設置費用の３分の１�

（上限１０万円）�

※千円未満は切り捨て

定置用蓄電池
◦常時、太陽光発電システムと接続すること�

◦公称蓄電容量が１ｋＷｈ以上

購入・設置費用の３分の１�

（上限５万円）�

※千円未満は切り捨て

電気自動車
◦�自動車検査証の使用の本拠の位置が、町内の住所となる自動車

◦�初度登録年月が補助金を申請する年度の４月以降

購入・設置費用の２０分の１�

（上限５万円）�

※千円未満は切り捨て

Ｖ２Ｈ充電設備

◦�電気自動車と住宅などとを分電盤を通じて電力を相互に供給する

システム

◦常時、太陽光発電システムと接続すること

購入・設置費用の３分の１�

（上限５万円）�

※千円未満は切り捨て

ガスコージェネレーショ

ンシステム（エネファー

ムまたはコレモ）

個
人

◦�天然ガスまたはＬＰガスを燃料とし、熱および電気を供給するシ

ステム

◦�一般財団法人日本ガス機器検査協会が行うＪＩＡ製品認証によって

形式認証された製品

◦発電した電気の全部または一部を自家消費すること

購入・設置費用の１０分の１�

（上限８万円）�

※千円未満は切り捨て

高効率

給湯器

（いずれ

か一つ）

潜熱回収型給湯器�

（エコジョーズ）

◦�潜熱を回収するための熱交換器を装備

◦�日本工業規格（ＪＩＳＳ２０７５）に基づく熱効率が９０％以上

購入・設置費用の１０分の１�

（上限３万円）�

※千円未満は切り捨て

ＣＯ２冷媒ヒート�

ポンプ給湯器�

（エコキュート）

◦�日本工業規格（ＪＩＳＣ９２２０）に基づく年間給湯保温効率、または

年間給湯効率が２．７以上

高効率型�

石油給湯器�

（エコフィール）

◦潜熱を回収するための熱交換器を装備�

◦�日本工業規格（ＪＩＳＳ２０７５）に基づく熱効率が９０％以上

堆肥化

等設備

（いずれ

か一つ）

生ごみ処理機�

（ディスポーザ型�

を含む）

◦�電気ヒーターの温風で生ごみを乾燥させるものや、発酵資材を入

れてかき混ぜるものなどで、電動のもの

◦�町が事前に設置・使用について承認し、音更町排水設備工事事業

者が施工するディスポーザも対象

購入・設置費用の２分の１�

（上限２万円）�

※千円未満は切り捨て

コンポスター
◦�生ごみや落ち葉などの有機物を、微生物の働きを活用して発酵・

分解させて堆肥化するための資材で、電動でないもの

購入費用が２千円以上の場合

は一律２千円、２千円未満の

場合は百円未満を切り捨て

※�補助の対象となるのは、機器などの本体と設置工事に要する経費で、町が補助金の交付を決定した後に導入した未使用品に限ります。また、

同一の対象機器などについて、過去にこの補助金の交付を受けたことがある場合は申請できません（太陽光発電システムは、町が実施し

ていた補助制度による交付を含みます）。

※�同一の対象機器などに対する補助申請は、同一の申請者につき１回まで。異なるものをそれぞれ申請することは可。ただし、高効率給湯

器と堆肥化等設備の補助申請は、いずれか１つをそれぞれ１回までとなります。

▽対象者

　個　人　次の要件を全て満たし、町税に未納がないこと（同一世帯の人を含む）

　　　　◦町内在住の人または町内に居住する予定がある人

　　　　◦対象機器などを導入した住宅に入居すること

　事業者　次の要件を全て満たし、町税に未納がないこと

　　　　◦町内で原則として 1年以上引き続き同一の事業を経営する個人事業主または法人

　　　　◦�対象機器などを導入した町内の店舗や事務所、それらの附帯施設などで事業活動を行うこと（建設予定を

含む）

▽申込期限　令和７年2月2８日㈮（郵送可）

※申込方法などの詳細は、町のホームページをご覧になるかお問い合わせください。

▼補助メニュー一覧

町民みんなで推進する町民みんなで推進する

2024.4 ６



水
道
料
金
の
基
本
料
金
を
免
除
し
ま
す

水
道
料
金
の
基
本
料
金
を
免
除
し
ま
す

　

町
は
、物
価
高
騰
に
よ
る
家
計
の
負
担
を
軽
減
す
る
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
、町
内
の
水
道
を
利
用
し
て
い

る
ご
家
庭
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
の
基
本
料
金
を
免
除
し
ま
す
。

◆
免
除
の
期
間

　

１
カ
月
分
（
５
月
検
針
分
）

◆
免
除
の
内
容

　

水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
料
金
の

う
ち
、
基
本
料
金
の
み
免
除
と
な

り
ま
す
。

　

免
除
す
る
額
は
、
毎
月
の
検
針

後
に
お
配
り
す
る
「
上
下
水
道
料

金
等
の
お
知
ら
せ
」
の
裏
面
の
料

金
表
の
上
水
道
の
基
本
料
金
部
分

の
み
で
す
（
お
知
ら
せ
に
印
字
さ

れ
て
い
る
「
口
径
」
の
大
き
さ
に

よ
り
ま
す
）
。

　

水
道
料
金
の
超
過
料
金
や
下
水

道
使
用
料
、
個
別
排
水
処
理
施
設

使
用
料
は
免
除
の
対
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
免
除
の
対
象
者

　

町
内
で
水
道
ま
た
は
簡
易
水
道

を
使
用
し
て
い
る
全
て
の
契
約
者

で
、
５
月
検
針
日
時
点
で
使
用
中

の
も
の
や
、
４
月
検
針
日
か
ら
５

月
検
針
日
ま
で
の
間
に
使
用
を
開

始
ま
た
は
終
了
し
た
も
の
が
対
象

で
す
。

※ 

今
回
の
免
除
に
つ
い
て
申
請
や

申
し
込
み
の
手
続
き
は
不
要
で

す
。

※ 

井
戸
水
な
ど
を
利
用
し
て
い
る

人
に
は
補
助
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
33
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

口径
基本料金 (１カ月 ) 超過料金�

( １㎥ )使用水量 料金

１３㎜・２０㎜
・２５㎜ ５㎥まで １，１９４円

２５１円�
( 営農用１３０円 )

共同防除栓

４０㎜・５０㎜ １０㎥まで ２，５１４円
２５７円�

( 営農用１３０円 )

７５㎜・１００㎜
・１５０㎜

１００㎥まで ２５，６６７円 ２６２円

◆
免
除
期
間
中
の
請
求
額

　

免
除
期
間
中
、
水
道
メ
ー
タ
ー

検
針
時
に
投
函
す
る
左
図
１
の

「
上
下
水
道
料
金
等
の
お
知
ら

せ
」
に
記
載
の
水
道
料
金
は
、
基

本
料
金
分
を
免
除
し
た
金
額
と
な

り
ま
す
。

▲

上
水
道
の
料
金
体
系

◆
免
除
期
間
中
の
納
入
通
知
書

　

免
除
期
間
中
、
水
道
料
金
を
現

金
で
支
払
っ
て
い
る
人
は
、
右
図

２
の
「
納
入
通
知
書
」
の
と
お
り

各
金
額
が
印
字
さ
れ
ま
す
。

◎ 

図
１
お
よ
び
図
２
の
印
字
例
は
、

口
径
１3
㎜
、
使
用
水
量
５
㎥
、

水
道
料
金
０
円
（
基
本
料
金
免

除
後
の
金
額
）
、
下
水
道
使
用

料
１
６
０
６
円
の
場
合
で
す
。

問 

合
先　

役
場
上
下
水
道
課
料
金

係
（
内
線
３
７
２
）

１,６０６

０

１,６０６

６ ５

１２３４－５６７８－９－１０

５ ９

一般用

* * * * * *

１２

７

０

５

音更　大袖

１３㎜

１,６０６ １,６０６０

１２３４－５６７８－９－１０１２３４－５６７８－９－１０

１,６０６

１,６０６

１,６０６

１,６０６

０

０

５ ５

１２３４－５６７８－９－１０

令和６ ５ 令和６ ５

音更　大袖

音更　大袖

【図１】上下水道料金等のお知らせ

【図２】納入通知書

音更　大袖 音更町公営企業管理者

下水道使用料は、免除

となりません。

口径は、この欄に印字

されています。

６年５月分について、水道の基本料金が免除され

ています。

（基本料金額は裏面に記載）

水道料金から基本料金

を差し引いた金額が、

印字されます。

納入通知書の「水道料金」欄には、基本料金を差し引いた金額が印字

されます（基本料金を超えると超過料金が印字されます）。
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住
宅
に
つ
い
て
の

住
宅
に
つ
い
て
の

補
助
制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

補
助
制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

　

町
に
は
、
住
宅
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
住
宅
の
耐
震
診
断
や
改
修
費
用
の
補
助

を
は
じ
め
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
住
宅
の
状
況
に
応
じ
た
各
種
補
助
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

耐
震
診
断
費
・
耐
震
改
修

耐
震
診
断
費
・
耐
震
改
修

　
　
工
事
費
の
一
部
補
助

　
　
工
事
費
の
一
部
補
助

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
と
耐

震
改
修
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

▽
対
象
住
宅

◦�

木
造
住
宅
で
昭
和
５６
年
５
月
3１

日
ま
で
に
着
工
し
た
地
上
２
階

建
て
ま
で
の
も
の
（
地
階
が
あ

る
場
合
は
対
象
外
）

◦�

所
有
者
が
自
ら
居
住
し
て
い
る

も
の

▽
補
助
金
額

◦
耐
震
診
断
…
上
限
３
万
円

◦
耐
震
改
修

・ 

対
象
工
事
費
が
2０
万
円
未
満
の

場
合
…
そ
の
費
用
の
額

・ 

対
象
工
事
費
が
2０
万
円
以
上

２
０
０
万
円
以
下
の
場
合
…

2０
万
円

・ 

対
象
工
事
費
が
２
０
０
万
円
を

超
え
る
場
合
…
工
事
費
の
１０
％

（
限
度
額
3０
万
円
）

※
千
円
未
満
切
り
捨
て

▽ 

申
込
期
限　

令
和
７
年
１
月
3１

日
㈮

▽ 

そ
の
他　

町
は
木
造
住
宅
を
対

象
に
建
築
図
面
と
聞
き
取
り
に

よ
る
簡
易
耐
震
診
断
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※ 

町
が
行
う
無
料
簡
易
耐
震
診
断

の
結
果
は
、
こ
の
補
助
の
対
象

要
件
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

※ 

耐
震
改
修
を
行
う
こ
と
で
、
所

得
税
の
特
別
控
除
や
固
定
資
産

税
の
減
額
措
置
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

所
得
税
に
つ
い
て
は
帯
広
税
務

署
☎
24

－

２
１
６
１
、
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
は
役
場
税
務
課
資
産

税
係
（
内
線
５
７
５
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 

込
・
問
合
先　

役
場
建
築
住
宅

や
さ
し
い
住
宅

や
さ
し
い
住
宅

　
工
事
費
の
一
部
補
助

　
工
事
費
の
一
部
補
助

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
、
高
齢
者

な
ど
が
住
む
住
宅
の
新
築
ま
た
は

建
て
替
え
、
改
修
工
事
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

◆
新
築
ま
た
は
建
て
替
え
工
事

▽ 

対
象
住
宅　

次
の
人
が
住
ん
で

い
る
か
、
新
築
ま
た
は
建
て
替

え
工
事
後
に
住
む
こ
と
が
確
実

な
住
宅

 

◦�

１
級
か
２
級
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
持
つ
人

◦ 

要
介
護
か
要
支
援
の
認
定
を
受

け
て
い
る
人

◦ 

そ
の
他
身
体
の
機
能
低
下
が
あ

る
人

▽ 

対
象
工
事　

入
居
者
の
身
体
状

況
に
応
じ
た
配
慮
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

▽
補
助
金
額　

2０
万
円

◆
改
修
工
事

▽ 

対
象
住
宅　

次
の
人
が
住
ん
で

い
る
か
、
改
築
工
事
後
に
住
む

こ
と
が
確
実
な
住
宅

◦
６５
歳
以
上
の
人

◦ 

６５
歳
未
満
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

・ 

１
級
か
２
級
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
持
つ
人

・ 

要
介
護
か
要
支
援
の
認
定
を
受

け
て
い
る
人

・ 

そ
の
他
身
体
の
機
能
低
下
が
あ

る
人

▽ 

対
象
工
事　

手
す
り
の
取
り
付

け
、
床
の
段
差
解
消
、
滑
り
止

め
の
た
め
の
床
材
の
変
更
、
ド

ア
の
引
き
戸
へ
の
変
更
、
ホ
ー

ム
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
階
段
昇
降

機
の
設
置
、
廊
下
や
ト
イ
レ
の

拡
張
、
和
式
便
器
か
ら
洋
式
便

器
へ
の
取
り
替
え
、
オ
ス
ト
メ

イ
ト
対
応
の
ト
イ
レ
改
修
、
浴

室
の
改
修
な
ど
で
、
３
万
円
以

上
の
工
事
（
壁
紙
の
張
り
替
え

や
塗
装
な
ど
の
修
繕
工
事
は
対

象
外)

※ 

介
護
保
険
法
や
障
害
者
総
合
支

援
法
な
ど
で
住
宅
改
修
費
の
支

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
工

事
は
補
助
対
象
外
で
す
。

▽ 

補
助
金
額　

対
象
工
事
費
の
３

分
の
１
（
上
限
2０
万
円
）

※
千
円
未
満
切
り
捨
て

▽ 

そ
の
他　

工
事
着
工
前
に
申
請

が
必
要
で
す
。
工
事
完
成
期
限

は
令
和
７
年
３
月
3１
日
㈪
で
す
。

申 

込
・
問
合
先　

役
場
建
築
住
宅

課
住
宅
係
（
内
線
３
２
４
）

老
朽
危
険
空
き
家
の

老
朽
危
険
空
き
家
の

解
体
費
に
対
す
る
補
助

解
体
費
に
対
す
る
補
助

　

老
朽
危
険
空
き
家
の
解
体
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象
住
宅

◦�

最
近
１
年
間
以
上
使
用
し
て
い

な
い
空
き
家
で
、
従
前
の
用
途

が
住
宅
で
あ
る
も
の

◦�

市
街
化
区
域
な
ど
の
住
宅
地
に

あ
る
も
の

◦�

特
定
空
家
な
ど
と
認
定
さ
れ
た

も
の
ま
た
は
住
宅
地
区
改
良
法

に
基
づ
く
不
良
住
宅

◦�

申
請
者
が
居
住
し
て
い
る
市
町

村
の
市
町
村
税
と
音
更
町
の
固

定
資
産
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

◦�

１
親
等
以
内
の
親
族
が
建
て
替

え
や
土
地
の
賃
貸
を
目
的
で
行

う
解
体
工
事
で
な
い
こ
と

◦�

解
体
工
事
業
者
に
請
け
負
わ
せ

る
も
の

◦�

公
共
工
事
に
伴
う
物
件
移
転
補

償
な
ど
を
受
け
て
行
う
も
の
で

な
い
も
の

▽
補
助
金
額

◦�

解
体
工
事
費
の
５
分
の
４
（
上

課
建
築
係
（
内
線
３
２
２
）
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限
５０
万
円
）

※
千
円
未
満
切
り
捨
て

▽
そ
の
他

◦�

工
事
着
工
前
に
事
前
調
査
と
申

請
が
必
要
で
す
。
工
事
完
成
期

限
は
令
和
７
年
３
月
１５
日
㈯
で

す
。

◦�

故
意
に
破
損
さ
せ
た
場
合
は
補

助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

申 

込
・
問
合
先　

役
場
建
築
住
宅

課
住
宅
係
（
内
線
３
２
４
）

空
き
家
購
入
費
に

空
き
家
購
入
費
に

　
　
　
　
対
す
る
補
助

　
　
　
　
対
す
る
補
助

　

居
住
を
目
的
と
し
て
空
き
家
を

購
入
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

▽
対
象
物
件

◦�

最
近
６
カ
月
以
上
使
用
し
て
い

な
い
空
き
家
と
そ
の
敷
地

◦�

空
き
家
を
購
入
し
１
年
以
内
に

そ
の
空
き
家
ま
た
は
建
て
替
え

後
の
住
宅
に
入
居
す
る
こ
と

▽
補
助
金
額

◦�

購
入
費
の
３
分
の
１
（
上
限
５０

　

万
円
）

※
千
円
未
満
切
り
捨
て

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
場
合

は
そ
れ
ぞ
れ
１０
万
円
加
算
し
、
上

限
は
７０
万
円
と
な
り
ま
す
。

◦
子
育
て
世
帯
等
の
場
合

◦
町
外
か
ら
の
転
入
世
帯
の
場
合

※ 

子
育
て
世
帯
等
と
は
…
１８
歳
以

下
の
子
を
扶
養
す
る
親
子
の
み

の
世
帯
ま
た
は
配
偶
者
を
得
て

か
ら
５
年
以
内
で
夫
婦
共
に
５０

歳
未
満
の
世
帯

▽
そ
の
他

◦�

空
き
家
を
購
入
す
る
契
約
を
結

ん
だ
日
か
ら
１
年
以
内
に
申
請

が
必
要
で
す
。

◦�

購
入
し
た
空
き
家
を
除
却
し
、

建
て
替
え
る
場
合
も
対
象
に
な

り
ま
す
。

◦��
購
入
や
建
て
替
え
費
用
に
住
宅

金
融
支
援
機
構
の
融
資
（
フ
ラ

ッ
ト
3５
）
を
受
け
る
場
合
、
一

定
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
金
利

優
遇
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

申 

込
・
問
合
先　

役
場
建
築
住
宅

課
住
宅
係
（
内
線
３
２
４
）

高
齢
者
等
住
み
替
え
に

高
齢
者
等
住
み
替
え
に

　
　
　
　
対
す
る
補
助

　
　
　
　
対
す
る
補
助

　

持
ち
家
か
ら
住
み
替
え
を
希
望

す
る
高
齢
者
等
世
帯
に
対
し
、
高

齢
者
向
け
住
宅
な
ど
の
情
報
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
住
み
替
え
を

し
て
従
前
の
持
ち
家
を
町
の
空
き

家
バ
ン
ク
に
登
録
し
た
場
合
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※ 

空
き
家
バ
ン
ク
と
は
、
町
内
の

空
き
家
の
情
報
を
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
公
開
し
、
空
き
家
を
有

効
活
用
し
て
地
域
の
活
性
化
な

ど
を
図
る
も
の
で
す
。
登
録
の

相
談
も
町
が
行
い
ま
す
。

▽ 

補
助
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
世
帯
が
住
み
替
え
を

し
、
持
ち
家
を
空
き
家
バ
ン
ク

に
登
録
し
た
場
合

◦�

高
齢
者
な
ど
（
６５
歳
以
上
ま
た

は
要
介
護
か
要
支
援
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人
）
の
単
身
世
帯

◦�

い
ず
れ
か
ま
た
は
両
方
が
高
齢

者
な
ど
の
夫
婦
世
帯

※ 

住
み
替
え
先
の
居
住
形
態
は
問

い
ま
せ
ん
。

▽
補
助
金
額

◦�

住
み
替
え
先
が
町
内
の
場
合
…

2０
万
円

◦�

住
み
替
え
先
が
町
外
の
場
合
…

１０
万
円

▽ 

そ
の
他　

持
ち
家
か
ら
住
み
替

え
た
後
１
年
以
内
に
申
請
が
必

要
で
す
。

申 
込
・
問
合
先　

役
場
建
築
住
宅

課
住
宅
係
（
内
線
３
２
４
）

子
育
て
世
帯
向
け

子
育
て
世
帯
向
け

民
間
賃
貸
住
宅
の

民
間
賃
貸
住
宅
の

家
賃
に
対
す
る
補
助

家
賃
に
対
す
る
補
助

　

子
育
て
に
適
し
た
民
間
賃
貸
住

宅
を
公
営
住
宅
の
入
居
基
準
を
満

た
す
子
育
て
世
帯
に
あ
っ
せ
ん
し
、

仲
介
手
数
料
と
一
定
期
間
（
最
年

少
の
子
が
１８
歳
に
な
っ
て
か
ら
最

初
の
３
月
ま
で
最
長
６０
カ
月
）
の

家
賃
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
と
な
る
物
件
と
し
て
、

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
住
宅
を

募
集
し
て
い
ま
す
（
町
で
希
望
者

に
案
内
す
る
た
め
、
費
用
は
か
か

り
ま
せ
ん
）
。

▽
家
賃
補
助
住
宅
登
録
条
件

① 

家
賃
が
６
万
円
（
１
戸
建
て
住

宅
の
場
合
は
７
万
円
）
以
下

② 

礼
金
、
保
証
金
、
更
新
料
な
ど

敷
金
以
外
の
権
利
金
が
な
い

③
敷
金
が
家
賃
の
２
カ
月
分
以
下

④ 

床
面
積
が
５０
平
方
㍍
以
上
で
２

つ
以
上
の
寝
室
が
あ
る

⑤ 

台
所
、
浴
室
、
収
納
ス
ペ
ー
ス
、

水
洗
ト
イ
レ
、
給
湯
設
備
が
あ

る
⑥ 

専
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

※ 

家
賃
補
助
住
宅
に
登
録
す
る
と
、

町
で
入
居
予
定
者
を
選
定
し
、

登
録
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

入
居
予
定
者
に
は
所
定
の
審
査

を
受
け
て
登
録
者
と
賃
貸
契
約

を
結
び
、
入
居
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

申 
込
・
問
合
先　

役
場
建
築
住
宅

課
住
宅
係
（
内
線
３
２
４
）

▽
補
助
金
額

◦�

仲
介
手
数
料
の
４
分
の
３
（
上

限
５
万
円
）

◦�

家
賃
の
３
分
の
１
（
上
限
１
万

　

５
千
円
）

住
宅
確
保
要
配
慮
者
専
用

住
宅
確
保
要
配
慮
者
専
用

賃
貸
住
宅
の
減
額
分
家
賃

賃
貸
住
宅
の
減
額
分
家
賃

　
　
　
　
に
対
す
る
補
助

　
　
　
　
に
対
す
る
補
助

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、
住

宅
確
保
に
配
慮
が
必
要
な
住
宅
確

保
要
配
慮
者
に
入
居
を
限
定
し
た

「
住
宅
確
保
要
配
慮
者
専
用
賃
貸

住
宅
」
と
し
て
北
海
道
に
登
録
さ

れ
た
住
宅
で
、
低
所
得
の
高
齢
者

や
障
が
い
者
が
入
居
す
る
際
に
家

賃
や
債
務
保
険
料
を
減
額
す
る
賃

貸
人
な
ど
に
対
し
、
減
額
分
を
補

助
し
ま
す
。

▽
補
助
金
額

◦�

家
賃
減
額
分
…
家
賃
の
２
分
の

１
（
上
限
２
万
円
）
、
管
理
開

始
か
ら
１０
年
間

◦�

債
務
保
証
料
減
額
分
…
上
限
６

　

万
円

申 

込
・
問
合
先　

役
場
建
築
住
宅

課
住
宅
係
（
内
線
３
２
４
）

子
育
て
世
帯
に
賃
貸
す
る
空
き
家

・
空
き
室
を
募
集
し
て
い
ま
す

住
宅
確
保
要
配
慮
者
専
用

賃
貸
住
宅
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

こ
の
補
助
を
受
け
る
に
は
、
物

件
が
あ
ら
か
じ
め
住
宅
確
保
要
配

慮
者
専
用
賃
貸
住
宅
と
し
て
北
海

道
に
登
録
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
登
録
と
申
請
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

合
先　

北
海
道
建
設
部
住
宅
局

建
築
指
導
課
普
及
推
進
係
☎
０

　

１
１

－

２
０
４

－

５
５
７
７
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　町は、町民の皆さんが住み続けたいと思えるまちづくりを目指し、第６期音更町総合計画に基づき、

さまざまな施策に取り組んでいます。この度、この計画がどの程度進んでいるのかを確認するため「検

証」を行いました。

問合先　役場企画課企画調整係（内線2１3）

◆第６期音更町総合計画

　第６期音更町総合計画は、町が目指すまちの将来像やまちづくりの方向性を明らかにし、その実現に向けた

取り組みを示した音更町の最上位計画です。また、「自分たちの暮らす地域を、将来にわたって持続可能にす

る」ＳＤＧｓを推進する計画であり、「地域福祉を推進するための計画」である地域福祉計画を包含した計画

でもあります。

　計画期間は、令和3年度から令和１2年度までの１０年間ですが、計画を実現するために必要な施策などをまと

めた基本計画は、社会情勢の変化などに応じて、計画の中間年である令和７年度に見直しを行います。

◆第２期音更町まち・ひと・しごと創生総合戦略

　音更町まち・ひと・しごと創生総合戦略は、少子高齢化による人口減少に歯止めをかけることなどを目標と

するもので、国の人口に関する長期ビジョンなどを踏まえ、令和42年までの「人口ビジョン」と、平成2７年

度から令和元年度までの５年間で、人口ビジョンの実現に向けて取り組む施策をまとめた、第１期の総合戦略

を策定し、さらに、令和元年度は第１期の計画期間を１年延長して、人口減少対策に主眼を置いた関連施策を

展開しました。令和3年度を始期とする第2期の総合戦略は、近年の本町の人口動態を踏まえた新たな人口ビ

ジョンに基づき、国や道の総合戦略と整合性を図りながら、第６期音更町総合計画と一体的に策定しています。

◆計画の進め方

　計画に掲げた施策を限られた財源と期間の中で進めていくには、実行した施策の効果を検証し、進めるべき

方法や優先順位を常に考えながら取り組んでいくことが重要です。

　そこで、第６期音更町総合計画に掲げられた施策のうち、特に重点的に取り組むこととしている重点施策と

して、第2期の総合戦略と一体的に取りまとめた4つの基本目標に基づく34の施策について、どのように取

り組み、進んでいるのか、基本目標ごとに設定している数値目標や施策の重要業績評価指標（ＫＰＩ）などを

用いて「評価」するとともに、公募や学識経験者などの委員で構成する音更町総合計画推進委員会で「検証」

しました。

◆検証方法および結果

　音更町総合計画推進委員会では、町の自己評価結果を資料として活用し、町民の目線からご意見をいただき

ながら、検証しました（左のページをご覧ください）。

　今回の検証結果を基にして、今後も町民の皆さんが「住みよい」と感じ、皆さんから「選ばれる」まちを目

指し、第６期音更町総合計画を推進していきます。

第６期音更町総合計画の第６期音更町総合計画の

推進状況を公表します推進状況を公表します　　

2024.4 １０



取り組みの評価 音更町総合計画推進委員会での主な意見

基本目標１

地域経済を活性化させ、

雇用の場をつくる

【地域経済の拡充】

取り組みの評価：４．８２

◦�肥料・飼料の高騰対策については、今後も近隣の自治体の実施状況や国の状況

などを踏まえて制度設計を行うなど、できる対策を必要に応じて講じることも

検討する必要がある。併せて、長期的なスパンで基盤整備なども逐次進めてい

く必要がある。

◦�商工会の会員数の実績値が中間目標値をすでに達成している状況にあり、中間

見直しにおいては、目標値の見直しなども検討しながら、さらなる推進を図る

必要がある。

基本目標２

移住・定住を推進し、

音更への新しいひとの

流れをつくる

【定住・交流・関係人

口の拡大】

取り組みの評価：４．２１

◦�なつぞらのふる里は産業連携課、ガーデンスパ十勝川温泉は商工観光課が所管

しているが、両道の駅の連携を深め、２つあることの利点を生かすため、担当

課の一元化を検討していただきたい。

◦�何度か昭和商学校Ｐａｌｅｔｔｅを利用したが、大変良い施設であり、今後も利用者

の立場に立った運営を図ることが重要である。

◦�ふるさと納税について、寄附していただいた人がさらに音更町のファンになっ

ていただくよう、町のアピールを行う取り組みに力を入れてほしい。

基本目標３

結婚・出産・子育ての

希望をかなえるまちを

つくる

【結婚・子育て支援の

充実】

取り組みの評価：３．９８

◦�不登校の児童生徒数がコロナの影響などにより増えている。不登校にはさまざ

まな要因が重なることもあり、その対応も多様化（教育支援センターやフリー

スクール（※１）、保健室登校、オンライン授業など）しているほか、起立性

調節障がい（※２）の子も増える中、国の統計上、難しい面もあるかもしれな

いが、登校を前提とした不登校の児童生徒数ではない捉え方も、社会参加に向

けた支援を進める上で必要ではないか。

◦�国のメニューなどを活用し財源を確保しながら、先進的な他自治体を参考に、

今後も多様化するニーズに合わせて事業内容を精査するなどして、より子育て

がしやすいまちにしていただきたい。

基本目標４

ひとが集う、安全・安

心で快適に住み続けら

れるまちをつくる

【まちの魅力化】

取り組みの評価：４．８４

◦�各家庭で必ず使う指定ごみ袋やその包装に、温室効果ガス削減のアイデアやメ

ッセージなどを印刷してＰＲすることで目にする機会が増える一つの方法にな

ると思う。また、外国人も理解できるようにするなどの配慮も必要と考える。

◦�近年、町内会に属さない人が増えてきている中で、近くに住む人の情報が分か

らず、各地域で要支援者を把握することが困難になってきている。特に、若い

世代が町内会に入らない傾向にあるが、防災への関心は比較的高いため、地域

コミュニティとして自主防災組織（※３）を設立し、その活動をアピールする

ことで、町内会への加入と併せて推進する必要がある。

全基本目標平均：４．４６

総合評価：Ｃ

　各基本目標に掲げる施策の評価はおおむね順調に進んでおり、基本目標によっ

ては令和３年度よりも数値が上回ったものの、令和５年５月の５類移行まで続い

た新型コロナウイルス感染症の影響のほか、出生数の低迷などにより、基本目標

２および基本目標３において、令和４年度実績が達成率評価基準値を下回った数

値目標があったことから、全施策の推進状況の総合評価はＣ評価（やや遅れてい

る）となったが、評価点数は昨年度よりも上昇している。

※�Ａ…順調に進んでいる（４．８０～５．００）、Ｂ…おおむね順調に進んでいる（４．５０～４．７９）、Ｃ…やや遅れている（４．００～４．

４９）、Ｄ…遅れている（３．５０～３．９９）、Ｅ…大きく遅れている（０～３．４９）

※�１…民間事業者が運営している、学校に行けない子どもに学習や生活の支援を提供する教育施設のこと。

※�２…自律神経のバランスが崩れ、起立時に身体や脳への血流が低下し、朝起き上がることができなくなったり、全身のだるさ

や頭痛などの症状が出たりする病気のこと。

※�３…平常時には防災訓練や啓発活動を行い、災害時には、避難誘導や給食給水活動などを行う、地域住民の自衛意識と連携に

基づいて結成する組織のこと。
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最終評価 Ｂ

評価根拠

現状分析

　具体的な取り組みの推進状況については、全て評価ＡまたはＢとなっており、おおむね順調に

推移している。

　数値目標の進捗状況については、評価Ｃの項目が 1 つあるが、そのほかは全て評価ＡまたはＢ

となっており、一部施策に改善の余地があるものの、おおむね順調に推移している。

評価理由
　現状分析のとおり、具体的な取り組みの推進状況および数値目標の進捗状況の両方について、

改善の余地は残るものの、おおむね計画どおり達成していると判断したものである。

計
画
の
目
的

　

「
お
と
ふ
け
障
が
い
福
祉
総
合

プ
ラ
ン
２
０
２
１
」
は
、
「
音
更

町
障
が
い
者
基
本
計
画
」
、
「
第
６

期
音
更
町
障
が
い
福
祉
計
画
」
と

「
第
２
期
音
更
町
障
が
い
児
福
祉

計
画
」
で
定
め
る
べ
き
事
項
を
包

括
し
た
計
画
で
す
。

　

基
本
目
標
で
あ
る
「
障
が
い
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
あ
た
り
前
に

生
活
で
き
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
お
よ

び
相
談
支
援
の
提
供
体
制
の
確
保

に
関
す
る
数
値
目
標
や
目
指
す
姿

を
設
定
し
て
お
り
、
町
の
障
が
い

福
祉
施
策
を
総
合
的
・
計
画
的
に

推
進
す
る
の
が
目
的
で
す
。

計
画
の
位
置
付
け

　

こ
の
計
画
は
、
町
の
ま
ち
づ
く

り
全
分
野
に
わ
た
る
目
指
す
べ
き

方
向
性
と
施
策
な
ど
を
定
め
た
第

計
画
期
間

　

基
本
計
画
の
計
画
期
間
は
、
令

和
３
年
度
か
ら
令
和
１１
年
度
ま
で

の
９
年
間
で
す
。

　

実
施
計
画
の
計
画
期
間
は
、
前

期
実
施
計
画
を
令
和
３
年
度
か
ら

令
和
５
年
度
ま
で
、
中
期
実
施
計

画
を
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年

度
ま
で
、
後
期
実
施
計
画
を
令
和

９
年
度
か
ら
令
和
１１
年
度
ま
で
の

そ
れ
ぞ
れ
３
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

施
策
の
体
系

施
策
の
体
系

　

基
本
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、

５
つ
の
基
本
方
針
、
３
つ
の
施
策

の
区
分
、
１3
の
施
策
の
方
向
、
７9

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
定
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
国
の
指
針
に
基

づ
き
設
定
し
た
数
値
目
標
も
定
め

て
い
ま
す
。

計
画
の
推
進
管
理

計
画
の
推
進
管
理

　

計
画
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
、

当
事
者
や
学
識
経
験
者
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
音
更
町
障
が
い
福
祉
計

画
等
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
計

画
期
間
中
も
継
続
的
に
成
果
目
標

な
ど
の
実
績
を
把
握
し
て
、
分

析
・
評
価
（
中
間
評
価
）
を
行
い

ま
す
。
評
価
基
準
に
基
づ
く
前
期

実
施
計
画
の
最
終
評
価
は
次
の
と

お
り
で
す
。

問 

合
先　

役
場
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係
（
内
線
５
１
２
）

評価基準

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

現在の取り組み状

況で、計画の達成

が見込まれる

おおむね計画の達

成が見込まれる

が、一部の施策に

ついては取り組み

方法に改善の余地

がある

計画の達成のため

に、施策の取り組

み方法を全般的に

改善すべきである

計画の達成のため

に、施策全体の見

直しや推進体制の

改善が必要

計画自体の見直し

が必要

お
と
ふ
け
障
が
い
福
祉
総
合
プ
ラ
ン
２
０
２
１
の

最
終
評
価
を
公
表
し
ま
す

　

町
は
、
「
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
あ
た
り
前
に
生
活
で
き
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、「
お
と
ふ
け

障
が
い
福
祉
総
合
プ
ラ
ン
２
０
２
１
」
に
障
が
い
福
祉
施
策
を
総
合
的
に
定
め
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
回
、
お
と
ふ
け
障
が
い
福
祉
総
合
プ
ラ
ン
前
期
実
施
計
画
の
最
終
評
価
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

６
期
音
更
町
総
合
計
画
の
部
門
別

計
画
の
一
つ
で
す
。

　

障
が
い
福
祉
施
策
を
体
系
化

し
、
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
「
基

本
計
画
」
と
、
基
本
計
画
を
実
現
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音更町公式音更町公式ＬＩＮＥをＬＩＮＥを

ご活用くださいご活用ください

　町は、新たな情報発信ツールとして「音更町公式ＬＩＮＥ」を令和５年１０月から運用しています。暮らしに役

立つ情報や緊急情報などを発信しているほか、必要な情報を選択してメッセージを受け取ったり、住んでいる

地区のごみ収集日の通知など便利な機能が盛りだくさん。ぜひご活用ください。

問合先　役場広報広聴課広報係（内線2１６）

お手持ちのスマートフォンから右記の二次元バお手持ちのスマートフォンから右記の二次元バ

ーコードを読み取り、友だち登録を行ってくだーコードを読み取り、友だち登録を行ってくだ

さい。さい。

＼友だち募集中！／＼友だち募集中！／友だち追加方法友だち追加方法

▲��音更町公式
　ＬＩＮＥ

暮らしに役立つ最新情報をお届けしています暮らしに役立つ最新情報をお届けしています

新たな追加機能を紹介します新たな追加機能を紹介します

　母子健康手帳および

妊婦一般健康診査受診

票の交付が、ＬＩＮＥで

予約できるようになり

ました。

　なお、従来どおり電

話での受け付けも行っ

ています。

問�合先　保健センター

内健康推進課☎42－

2７１2、℻42－2７１3

①�母子健康手帳および妊婦一般健康①�母子健康手帳および妊婦一般健康

診査の受診票交付申請について診査の受診票交付申請について

②�大型ごみ収集の予約申し込みにつ②�大型ごみ収集の予約申し込みにつ

いていて

　大型ごみ収集の予約

申し込みが、4月から

ＬＩＮＥで予約できるよ

うになります。

　なお、従来どおり電

話での受け付けも行っ

ています。

問�合先　役場環境生活

課環境生活係（内線

５６2）

▲�「メニュー」→「子育て」
から「妊婦面談予約」
を選択してください。

▲�「メニュー」→「ごみ」
から「大型ごみ収集予
約」を選択してくださ
い。
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　エキノコックス対策の
　　　　　　　実施結果について　

　令和５年度に行った駆虫薬散布調査の概要および結果についてお知らせします。

問合先　役場環境生活課環境生活係（内線５６4）

駆虫薬散布による

　エキノコックスと呼ばれる寄生虫の卵が、ヒトの口から体内に入り、幼虫となって肝臓などに寄生し、肝機

能障がいなどを起こす病気です。

　駆虫薬は、キツネはもとより犬、猫などが食べても健康に問題はなく、エキノコックスだけに効き目があり

ます。駆虫薬を混ぜた餌を野外に散布して食べさせることにより、キツネのエキノコックス感染率を下げる効

果が期待されます。

エキノコックス症とは

駆虫薬の散布について

令和５年度駆虫薬散布調査概要および結果について

▼散布期間　令和５年５月～１０月（計６回）

▼散布数　毎月約８００個

▼散布エリア　①音更・木野市街②十勝川温泉市街③駒場市街の外周を囲む総延長約６3㌔

※散布エリアやルートなどの詳細は町ホームページをご覧ください。

▼実施方法

◦�キツネのふんを採取し、そのふんに含まれるエキノコックス抗原と虫卵の有無から、エキノコックス感染率

の現状を把握。

◦��毎月、約８００個の駆虫薬を散布。駆虫薬を散布後、駆除効果を検証するため１０月に上記の調査を実施。

▼実施結果　昨年度と同様に、陽性の抗体を抑制することができている。

検体の種類 駆虫薬散布後（令和４年１０月）の検体数 駆虫薬散布後（令和５年１０月）の検体数

抗原陽性・虫卵陽性（※１） １検体（０．８％） １検体（０．８％）

抗原陽性・虫卵陰性（※２） １３検体（１０．４％） １１検体（８．５％）

抗原陰性・虫卵陰性 １１１検体（８８．８％） １１８検体（９０．７％）

合計 １２５検体 １３０検体

※１抗原陽性・虫卵陽性の検体…�キツネがエキノコックスに感染しており、さらに人への感染源となる虫卵が

排出されているもの。

※2抗原陽性・虫卵陰性の検体…�キツネがエキノコックスに感染しているが、人への感染源となる虫卵は排出

されていないのもの。しかし、今後キツネの体内でエキノコックスの成虫が

成熟し、人への感染源となる虫卵を排出する恐れがある。
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環 境 通 信
安全運転を心がけましょう安全運転を心がけましょう

ごみ袋の口を縛って・春のクリーン作戦ごみ袋の口を縛って・春のクリーン作戦
ごみサポート事業をご利用くださいごみサポート事業をご利用ください
風でごみ袋が飛ばされています風でごみ袋が飛ばされています

役場環境生活課環境生活係

（内線５６２）、同課地域安全

係（内線５６５）

　町は、高齢者や障がい者のごみ出しの負担を軽減

するため、自宅から直接ごみを収集する「ごみサポ

ート収集事業」を行っています。

▽  対象者　「要支援または要介護認定を受けている」

「身体障害者手帳１級または2級の交付を受けて

いる」などの要件に該当する人

▽  申込方法　役場環境生活課の窓口で申し込んでく

ださい。

ごみサポート事業をご利用ください

　町とクリーンタウン音更の会は、５月１１日㈯を「一

斉クリーンアップの日」とし

て町内一斉にごみ拾いを行い

ます（雨天時は５月１８日㈯に

延期）。たくさんの参加をお願

いします。

まちをきれいに春のクリーン作戦

　資源ごみやプラごみは軽いため、風が吹くと簡

単に飛ばされてしまい、飛ばされたごみが私有地

に入り込むことで、近隣トラブルになることがあ

ります。ごみ袋はネットや箱を使い、重しを置く、

ふたを固定するなど風で飛ばされないように出し

てください。

　段ボールや紙パック（内側が白いもの）はバラ

バラのまま出すと、風で飛ばされやすくなるので、

段ボールは畳んでから、紙パックは汚れを落とし

てはさみなどで平らに開いてから、ひもで十字に

縛って出してください。

風でごみ袋が飛ばされています　最近、口を縛らずに出されているごみ袋が頻繁に

見られます。ごみ袋の口を縛らずに出すと、中身が

風で散らばったり、収集時に瓶が落下して破片が散

乱するなどの危険があります。

　ごみの種類にかかわ

らず、ごみを入れた袋は

口をしっかりと縛って

から出してください。

ごみ袋は口を縛ってから出してください

　４月６日㈯～４月１５日㈪は春の全国交通安全運
動期間、４月１０日㈬は「交通事故死ゼロを目指す日」
です。悲惨な交通事故をなくすため、次のことに注
意しましょう。
◦子どもと高齢者を交通事故から守りましょう。
◦夕暮れ時や夜間には、夜光反射材を着用しましょう。
◦�自転車は点検してから、交通ルールとマナーを守
って運転しましょう。
◦�シートベルトとチャイルドシートは全席必ず着用
しましょう。
◦�速度の出し過ぎに注意し、ゆずり合いの心を持っ
て運転しましょう。
◦�飲酒運転は絶対にやめま
しょう（しない、させない、
許さない）。

安全運転を心がけましょう

問合先
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